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さんの第一印象です。
「神奈川を獲る?そのために湘南に来ました|でも
全国を獲る?それは無理っしょ」とも。
そんな我々59回 生は、後輩も含め良い素材が

揃っていたと思います。でもなんとなくフワフワしてい

て、まとまりとしてはイマイチでした。

中さんはそんな私たちを辛抱強くmotivateし、
関東大会出場まで導いてくれました。
初戦の相手は帝京。その年の選手権優勝チーム

です。関東大会予選で怪我人が続出し、ベストメン
バーが組めない状態だったこともあってか、神奈川

代表になったことに満足し「勝てるわけがない」とい

う緩い雰囲気が漂っているように感じていました。
試合前日、大気が不安定だったのか、宿舎にはピ

ンポン玉ぐらいの雹が降り、それをバケツに入れ後輩
たちが入っている風呂に投げ込み騒いでいるところ

に、監督会議を終えた中さんが。
「おまえら帝京に勝つ気があるのか|」 と一喝。
「古沼監督に、明日は楽勝です、と言われて俺は

頭に来てるんだ|」 と。
アッい監督だとは思っていましたが、これほどまで

だったとは…。
すっかり遠足気分は消え、気合いを入れ直し翌日

のゲームに臨みます。が、結果は0-6の惨敗。後の
Jリ ーガーたちにチンチンにやられてしまいました。
それでも試合後の中さんは、我々を叱責することな

く、穏やかに淡々とお話をされていたように記憶して
います。それが逆に堪えました。しっかり準備してい

れば、もう少しいい試合ができたんじゃないか、と。
それに続くインターハイ予選、選手権予選は共に

ベスト4で敗退。
個人的にも、チームとしても、中さんの期待を上回

ることができなかった最後の一年でした。
チャンスは十分あったのに…。
蛇足ですが、選手権準優勝の清水東とも練習試

合を組んでくださいました。こちらも清水三羽ガラスと

武田にチンチンにされ、0-6の惨敗でした。全国トッ
プレベルを肌で感じられた貴重な経験です。
天国でも、しょうがねえヤツらばかりだったなあ、と

笑ってやってください。現役時代にもっと笑ってもらい
たかった。後悔しかありません。
これからも日本のサッカー界を見守り続けてください。
中さん、ありがとうございました。

中学では公式戦で1勝も出来ず、顧間は不在、
同期は4人のみでまともな練習も出来なかった自分
にとって、高校で期待したのは大好きなサッカーを仲
間としたいだけ。そんなハードルの低い期待を良い
意味でぶち壊してくれたのが中さんでした。
「貫禄のある先生」これが中さんの第一印象で
す。貫禄だけでなくサッカー界に多大な貢献をされ
た重鎮と知るのはもう少し後になりますが、1年生の
頃から防護ネットをゴールに見立て、センターリング
シュートの個人レッスンを何度も何度も受けたことは
良い思い出です。中さんの口癖は「サッカーは蹴っ
て止めて走る。これが完璧に出来れば全国にいけ
る」。中さんの戯言を真に受けて単調な基本練習と
ダッシュを黙々と続けたメンバーは私だけではないと
思います。練習は 厳しかったですが充実感に満た
された毎日でした。
静岡遠征も中さんとの良い思い出です。昼間は厳

しい表情しかみせない中さんが、夜のスナックで「う
つむくなよ振り向くなよ―」とカラオケで熱唱する姿
は高校生から見てもお茶目で人間味を感じました。
負けると終わりのノックアウトの公式戦では毎回小

便をちびりそうになる位緊張感に苛まれましたが、中
さんがいるだけで根拠のない自信が芽生え不安が
和らいだのを今でも昨日のように思い出します。
振り返ると現役時代に中さんに褒められた記憶は

ありません。蹴ればシュートはバーを越え、止めると
相手にボールを触られ、走っては相手に競り負ける。
結局、中さんの教えを実践出来なかったので褒めら
れる要素がなかったのですが…。そんな悔しさもあっ
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て 大学でもサ ッカーを続けました。OBとなり現役と
の交流試合で「楔に入ってキープするのとシュートが
上手くなったなあ」とお褒めの言葉を頂いたことは

今でも忘れられません。
社会人になって約30年。当時の中さんの年齢に

近づきましたが、人間力も包容力も備えた偉人には
いつまで経っても近づけません。本当に偉大な先
生でした。中さんは逝ってしまいましたが、僕ら一人
一人の心の中で僕らの人生をこれからも支え続け
て頂けると思います。またいつか湘南高校サッカー

部が全国の切符を掴み取る日を天国の中さんととも
に夢見て。

中先生、私たちはあの頃の先生と同じ年代になり
ました。今になって高校生を見ると、「ああ、子供だ
なあ…」と感じるので、あの頃の中先生も私たちの
ことを幼く感じていたことでしょうね。高校生の頃の

私たちにとって中先生は「とても偉い先生」であり、

本来であれば気軽に話せるような方ではなかったの
かもしれませんが、私たちにはいつもニコニコと優しく
接してくれていました。
三人ともよく覚えているエピソードは体育教官室で

のワープロ入力です。まだウィンドウズ 95発売前の
ワープロの時代、私たちは放課後毎日のように体育
教官室に通っては、ワープロ入力をすることが日課で

した。中先生、藤塚先生に教えてもらいながらOB
の名簿を整理して住所録を作成したり、宛名印刷を

したりすることが我々のミッションだったと記憶してい

ます。中先生は体育教官室のいちばん奥の席で、
ポチポチとキーボードを打っていましたよね。他の人
たちにとって入りづらい体育教官室も、私たちは気
軽に入ることができました。サッカー部のマネージャー

に与えられた特権ですね。三ツ沢球状での場内アナ
ウンスをさせていただいたこともいい思い出です。

今回この原稿の依頼を受けて、三人で中先生を

偲びながら思い出を語り合いました。日々 の生活に忙
しく、気付けばしばらく会っていなかった私たちです
が、中先生が繋いでくれたと感謝しております。あり
がとうございました。どうぞ安らかにお眠りください。








